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【第７０号発刊にあたって】 
第７０号は、島根高校サッカー界のホープ・

南 健司 監督（立正大学淞南高校）にご登場

いただきました。 
平成５年に赴任以来、全国大会出場１２回を

数え、数々の名選手を育成され活躍中です。競

争の激しい日本のサッカー界で、強豪校の一角

を狙って日夜猛練習が続いていますが、情熱の

一端を語っていただきました。 
 
 
【プロフィール】 
平成元年  大阪市立桜宮高等学校卒業 
平成５年  日本体育大学卒業 
平成５年  淞南学園（現立正大学淞南高等学

校赴任） 
 
【主な指導実績】 
平成８年  第７５回全国高校サッカー選手権

大会出場 
平成１１年 岩手インターハイ出場 
      第７８回全国高校サッカー選手権

大会出場 
平成１２年 第７９回全国高校サッカー選手権

大会出場 
平成１３年 神山竜一 Ｕ―１８日本代表候補

選出 
      第８０回全国高校サッカー選手権

大会出場 
平成１４年 第８１回全国高校サッカー選手権

大会出場 
      神山竜一 Ｊリーグ アビスパ福

岡入団 
平成１５年 第８２回全国高校サッカー選手権

大会出場 ベスト１６ 
      柳楽智和 Ｕ―１９日本代表選出 
           日本高校選抜選出 
           Ｊリーグ アビスパ福

岡入団 
平成１６年 中国０４総体出場 
      田中康啓 Ｊリーグ 京都サンガ

入団 

平成１７年 第８４回全国高校サッカー選手権

大会出場 ベスト１６ 
      柳楽智和 日本代表としてＵ－２

０世界選抜出場 ベスト１６ 
平成１８年 第８５回全国高校サッカー選手権

大会出場  
平成２０年 埼玉インターハイ出場 
      第８７回全国高校サッカー選手権

大会出場 
      舩津徹也 Ｊリーグ カターレ富

山入団 
 

 

『 サッカー未来人
みらいびと

 』 
 
立正大学淞南高校サッカー部 

     監 督  南  健 司 
 
これまで色々な先生方のトップコーチを読ま

せて頂き、たくさんの勉強をさせて頂きました。 
 私の様なまだ全国レベルで何の実績もない者

が、原稿を書いても何の参考にもならないと思

いますし、まず私で良いのかと思いましたが、

自分自身を見直すきっかけとなればと思いお受

けしました。 
 中学校入学式の時に担任の片岡司郎先生（サ

ッカー部顧問）に職員室に呼ばれ、突然「サッ

カーをしなさい。そして将来、体育の先生にな

りなさい」と、始めて会った日に言われ、中学

生にして指導者というものを意識し始め、中学

１年生冬には全国高校サッカー選手権大会に監

督として出場したい。中学３年生の冬には、選

手には黄色のユニホームを着せて出場したい。

そんな夢から全ては始まりました。 
 
【アルゼンチン短期研修】 
私は、高校３年間、大学４年間、自分で学ん

だことを確認する為に３５日間という短い期間

でしたが、アルゼンチンに研修に行きました。 
 航空チケット、ホームステイ先、受け入れチ

ームと自分自身で探さないと意味がないと考え、
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２ヶ月後の出発を目標に計画を立てました。 
ビックリするくらい、あっさりと見つかり、

アルゼンチン１部リーグのエステディアンテス

とヒムナシアの２チームが受け入れてくれるこ

とになり、出発の日を向かえました。 
 今思うと、英語もろくに話せないうえ、アル

ゼンチンの母国語のスペイン語など全くわかり

もしない状況で、どの様に考えていたかは覚え

てもいませんが、「全てを見たい」「確認したい」

という思いが強かったのだけを覚えています。 
 飛行機は２回の乗り換えで、途中マイアミか

らブレノスアイレスまでの間、機内はスペイン

語になり機内食も何が食べたいのか、メニュー

も読めずうまく伝える事が出来ずジンジャエー

ルだけが伝わり、そればかり飲んでいました。

３６時間かかりアルゼンチンにつきラプラタ州

に住んでおられる和後さんという日系の方の家

でホームステイすることになりました。 
 アルゼンチンは１３歳から１８歳まで各年代

を１歳ごとに分け、トレーニングを行い１８歳

以上になるとプロもしくは２０歳までの間はプ

ロ予備軍としてトレーニングを行っていました。 
 朝からトレーニングの見学、トレーニング後

は和後さんの通訳でコーチに質問する事が出来

ました。そしてもう一つ、せっかくアルゼンチ

ンまで来たのだからということで、練習生とし

て１８歳以上プロ予備軍のカテゴリーに入って

練習参加することが出来ました。トレーニング

を見学、参加することにより日本と同じ部分、

全く違う部分がありました。 
 まず日本と世界ランキング上位のアルゼンチ

ンの練習内容は同じなうえ、アルゼンチンの方

が単純な練習を繰り返し行っていました。 
 例えば、日本ではよく見かける２人組でのイ

ンサイドボレーの基本練習。このやり方は日本

では１０本交代や１０本１セットのところが、

アルゼンチンでは１００本交代１００本１セッ

トで行われていました。とりあえず、練習の本

数が日本の常識の約１０倍でした。       
技術（テクニック）というものは、やはり長い

時間をかけ地道に丁寧にやるしかない。なぜ日

本人と体格の変わらないアルゼンチン人が個人

的にも世界で活躍し、国としても世界で結果を

残せているのかというと、技術（テクニック）

があるからです。その技術を身につけるには、

近道はなく魔法の練習などもなく、ただ時間を

かけているだけでした。 
 日本は複雑な練習で大雑把な指導、アルゼン

チンは単純な練習で細かい指導がなされていま

した。選手はすごく単純な練習に手を抜くこと

もなく集中して行っていました。このことをコ

ーチに「なぜ単純な練習にあんなに集中してい

るのか？」と質問したところ返事は返ってきま

せんでした。私の質問の意味が分からなかった

ようです。つまり集中しているのが当たり前で、

集中していないことがありえない環境が日本と

の大きな違いと感じました。 
 後、試合でビックゲーム以外は朝から１３歳、

１４歳、１５歳と続き最後にプロ同士と、朝か

ら１日中同じユニホームの両チームが年齢の低

い順番で行われ、１日中サッカー場にいて楽し

めました。 
 試合を見ると、各チーム、チームコンセプト

を持っており、「こんなチームを作る」「こんな

ゲームをする」「こんなチーム練習をしている」

と試合を見ると各チームが何を目指してどのよ

うな取り組みをしているかが分かるのもすごい

と思いました。 
 また、各年代とも勝利への執念は凄まじく、

サッカーには「勝つ、負ける」しかない「勝つ

ためには何でもする」というのが伝わってきま

した。日本の学校体育の部活では考えられない

し、どうかと思う部分もありましたが、日本の

スポーツ界に１番足りない部分がはっきり試合

を見ていると分かりました。 
 後、「このトレーニングにはどのような意味が

あるのですか？」という質問に対し、どの年代

のコーチも「良いプレーをするため」「勝つため」

といったように、勝利主義でトレーニングしな

いと選手は育たない。勝利主義とは、目先の勝

利ではなく、目標にしている大会、試合に対し

てだというようなことをどの年代のコーチの方

も言っていました。 
 また、日本と決定的に違う部分でサッカーが

好きとか、ボールを蹴るのが好き、スポーツを

するのが好きという感覚はないという事も聞き

ました。 
 彼らは家を建てる手段で１３歳から職業とし

てサッカーを行っており、その為、基本練習、

走力トレーニング、チーム戦術練習も手を抜く

ことは全くなく、むしろ喜んで厳しいトレーニ

ングに臨んでいました。 
 日本ではよく指導者に「走らされた」と表現

しますが、アルゼンチンでは走力トレーニング

をしてもらったという表現をします。 
 「これでは日本のスポーツは追いつかない」

と思いプロ化が代表の一番の強化になることも

分かりました。 
 私はこのアルゼンチン短期研修で、「基本技術

の重要性」「木目細かい指導の重要性」「自主性



 

の重要性」「実践的な練習の重要性」「練習メニ

ューの単純化」「勝つためのトレーニング」「勝

つためから逆算したトレーニングの重要性」を

学びました。 
 ３５日間という短い期間でしたが、基本的な

発想は間違っていない（アルゼンチンに近い？）

と感じ、チームメイトに「ボルベールハポ

ン！！」と挨拶をし、帰国し大学を卒業しまし

た。 
 この経験を生かし、淞南サッカー部は４種類

の練習と１つのコンセプトしかありません。ア

ルゼンチンで学んだ単純な練習で木目細かい指

導を心掛けています。これから先４種類しかな

い練習は、ほぼ変わらないと思います。 
 
【見て聞くことからの発見】 
私は、少なくとも島根県のサッカーにおける

指導者の中では、一番サッカーの試合と他の種

目の試合を見ていると思います。私が大学生の

時は、まだ日本のサッカーはプロ化されておら

ず、日本リーグ１部２部を始め多くの試合を見

るため会場に足を運びました。当時の読売クラ

ブ（現東京ヴェルディ）には、静岡の名門高校

を中退しブラジルへサッカー留学していた三浦

知良選手が帰国したこともあり、私は時間の許

す限り、読売クラブの練習場へ見学に行きまし

た。 
今テレビなどで世界のサッカーを見ていて私

が思うに、世界最高峰はスペインリーグだと思

います。しかし、私がよく見るのはイングラン

ドプレミアリーグか再放送され続けているヨー

ロッパチャンピオンズリーグです。生徒が毎日

２～３時間練習しているように、私もスペイン

リーグ、プレミアリーグ、ヨーロッパチャンピ

オンズリーグのどれかを毎日必ず見るようにし

ています。見ているだけですが、そこには必ず

色々な発見があります。どのスポーツもそうで

すが「絶対に変わらない部分」と「進化してい

る部分」があると思います。その進化している

部分から遅れを取らないことを常に心掛けるよ

うにしています。世界のサッカーは進化し、戦

術的には極端なルール変更がない限り、全て出

尽くした感があります。これからはベーシック

な部分の進化がサッカーの進化だと考えていま

すし、生徒にも GKはヒルデブラントの安定感、
ジダのスーパーセーブ、DF にはウェイン・ブ
リッジやチアゴ・シウバの速さと強さ、MF に
はディアラやリベリーの走力とダイナミックさ、

FW にはファンペルシーやトニのような爆発力

などを常に映像を見せ意識させています。 

本年度、本校サッカー部が全国大会１回戦で

勝利を決定付ける２点目のコーナーキックから

のトリックプレーは、３年前に広島ビッグアー

チ横の人工芝で見たホッケーの試合をヒントに

作りました。 
１対０、２対０で勝っているときの試合の運

び方は、徳島県で見たルールを理解していない

小学生の何気ない仕草から思いつき、まだ使っ

ていませんが、負けているときのコーナーキッ

クやフリーキックは、松江地区中学校の新人戦

で指導者の指示の意味が理解できていない生徒

がとった行動で思いつきました。色々なところ

で今までたくさんの発見をしたため、なるべく

時間の許す限り色々なところに足を運ぶように

しています。 
 私は見ることも好きだし、話を聞くことも大

好きです。例えば、子どもが大好きな車や電車

に恐ろしく詳しかったりするように、私はＪリ

ーガーの出身高校（クラブユースは別）がほぼ

分かります。ですから、練習試合や大会などで

お会いした先生のチームからプロが出たりする

とすぐ質問に行きます。中学生の時はどうだっ

たか、高１の時その選手がどのように過ごして

いたのか、いつプロになることを確認したか、

どんな子だったか、学力はどうだったかなどの

質問は必ずするようにしています。そこには絶

対参考になることがありますし、選手の強化に

プラスになります。また、全国で実績を残して

いるチームの先生にお会いした時も話を聞きに

行きます。また大学と試合をしたときには、そ

この学生にそのプレーはどの年代で何をして身

に付いたのか、高校時代に一番きつかった練習

は何かと、学生にも質問に行き話を聞きに行き

ます。大学生の声は、本当に「生」の声のため

これは大変勉強になります。顔を見たとき「あ

の子は○○高校出身の子だ」と分かるので「君

は○○高校にいた○○君だよね」と話しかける

ので気分良く色々と教えてくれます。選手を覚

えているのは、私の一番のストロングポイント

だと思います。 
 
【卒業生の活躍】 
全国上位の結果は残せていませんが、卒業生

はその先の進路で活躍してくれています。プロ

ではカメルーンリーグで活躍している直川公俊

（平成１３年卒）、アビスパ福岡で活躍している

神山竜一（平成１４年卒）と柳楽智和（平成１

５年卒）、京都パープルサンガの田中康啓（平成

１６年卒）、カターレ富山の舩津徹也（平成１７

年卒）。大学生では、今年度関西学生リーグ得点



 

王、アシスト王、新人賞、優秀選手と全て本校

の卒業生だったのは、在校生にとっても私にと

っても励みになり、目標になっています。大学

の先生方や、Ｊリーグ関係の方が「淞南は卒業

した後も、いわゆる燃え尽き症候群になってい

ないし、それどころかまだまだ伸びしろがある」

とうれしい声をかけてくれます。また今年の３

年生もですが、試合に出場していない、メンバ

ーにも入れなかった生徒も「大学でサッカーを

したいのですが、どこかないですか」と相談を

受け大学を探す大変さはありますが、試合に出

てなくてもサッカーをまだまだ本気でやりたい

と言ってくれる生徒に、自分のやり方が間違っ

ていないのかなぁと少しは救われた気分になり

ます。やらされている感が少ないため、先でも

もっと厳しい世界でやりたいと思う練習をして

いるところに、３年生の冬の選手権大会での本

校サッカー部の強さがあると思います。結局は、

毎日の練習が精神的に自主的に行われていると

ころが、生徒が伸びる一番の要因だと思います

し、その雰囲気を決して甘やかすことのないよ

う作ることが一番大事だと私は思います。 
 

【本校サッカー部唯一の 
      全国トップレベルなこと】 
本校サッカー部が唯一全国トップレベルなの

は､コーチの２人です。野尻先生、吉岡先生は指

導者としての能力は全国でもトップレベルにあ

ると私自身は感じますし､全国色々な有名校の

先生方からも「コーチを１人うちにほしい」と

よく言われます。２人とも私と違って、まず社

会的にもバランスのとれた人物であり､サッカ

ー選手としての力もあり、さらには細かい指導

が出来ます。本校サッカー部は、毎日の練習を

２チームか３チームに分けて行っていますが、

私たち３人の誰がどのチームを見るとは分けて

はいません。３人で全員を見ています。私は２

人を見ていても勉強になる部分がものすごくあ

り、そして本当に助かっています。もし本校の

練習を見学に来られる機会がありましたら２人

のコーチに注目してください。日本トップレベ

ルの指導者です。もちろんサッカーの指導以外

の部分も素晴らしい２人なのです。 
 

【終わりに】 
何が言いたいのか、何を毎日しているのかが

よく分からない文章になってしまいましたが、

私はこれといった指導法も理念もあるのかない

のかよく分かりません。試合中の世間一般で言

う「ゲームの流れ」もよく分かりません。ハー

フタイムも作戦盤などを使って後半の戦い方な

ど全く説明出来ずに「１年間やってきたことを

やろう」と誰でも言えるような指示しか出来ま

せん。これからもっとたくさんの試合を見学し、

色々な方の話を聞き成長していきたいと思いま

す。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

今月のことば 

感性を磨こう 
 

以前にＮＨＫが、ある名医を取り上げた「プロ

ジェクトＸ」という番組のなかで、「如何に多く

の失敗や成功の臨床例を持つか」「如何に果敢に

挑み学ぶか」による経験が感性を磨き、名医を生

む・・・という番組の内容が脳裏に残っていまし

た。 
ところが、２月の「島根トップコーチ養成ゼミ」

でご講演いただいた、壬生義文先生（元岡谷工高

バレーボール監督）も成功の要因として、「高い

世界を求めて失敗を繰り返しているうちに、高い

レベルの刺激に応ずる感性が磨かれたのではな

いか」という同様のことを話されました。 
壬生先生のような、全国制覇８回・準優勝６

回・３位７回の実績を誇る一流のトップコーチで

も、若い頃にはなかなか実績が出ず苦しまれたよ

うですが、４０代になって一気に日本のトップコ

ーチの道を歩まれました。 
どんな世界においても、すぐには成果が表れな

いようですが、諦めることなく、高いものを求め、

失敗や成功の実践を積み重ね、感性を磨くことが

成功への道のようです。 
刺激に乏しい島根にあっては、自らのモチベー

ションを高めることに厳しい環境ですが、環境に

負けること無く、諦めること無く、常に一流の人

や物に接し、一流を欲する心や感性を磨いて頂き

たいと願っています。 
狭い所では、狭い所での感性しか磨かれませ

ん。井の中の蛙にならぬよう、大きな世界へ出て、

大きな刺激と感性を磨いて頂きたいものです。 
 
競技力向上統括アドバイザー 

        荊 尾  俊 

 


